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令和７年２月６日 

平田幼稚園 

園長 田中佳江 

今年２回目の雪遊び！ 

 全国的に最強寒波に見舞われ、各地で大雪の被害が出ているところもあります。出雲は大雪注意報

は出ていて、気温が上がらず寒いものの、強風の為か雪があまり積もらず大人は助かっています。 

 そんな寒さの中でも子ども達はジャンバーなどを着て元気いっぱいに園庭へ飛び出しました。今回

は積雪がないので雪だるま作りはできませんでしたが、うっすらと積もった雪の上を走り回ったり、

友達や先生と雪合戦をしたりして、体がポカポカするくらい雪と遊びました。 

 ただ、時折吹雪くこともあり、無防備な顔に雪があたって「痛いよー」と屋根の下に避難する子も

いました。それでもしばらくすると、また雪の中へ飛び出していき、 

『やっぱり子どもは風の子だなぁ』と思います。「寒いから外へ出る 

のが嫌」と言う子は一人もいなくて、みんな目を輝かせて雪遊びを楽 

しむ心も体も元気な子ども達の姿に嬉しくなりました。 

 

アートフェスティバル開催 

 ２月１日（土）２日（日）は、平田本陣記念館でアートフェスティバルが開催されました。平田幼

稚園は、前回の便りやブログでお知らせしていたように、こーたさんと一緒に取り組んだ『だいすき』

を描いた大きな作品と、各学年素材を工夫して作った『自分』を展示しました。『だいすき』の作品

はあえて床に垂らし、動きを出しました。（結構、重みがあったので、張り付けるのには苦労しまし

た）みんなの『だいすき』が集まった作品は、一体感があって温かいも 

のに仕上がったと思います。 

 この作品は、７日（金）の保育公開日に、あお組プレイルームに展示し 

ます。また、アートフェスティバルや保育公開に来られなかったご家族の 

方、地域の人向けに、後日公開する予定にしています。 

（日にちは、ブログでお知らせします） 

 

遊び方を考えるって、おもしろい！ 

 子ども達は遊びが面白いと、繰り返し繰り返し夢中になって遊びます。そして、遊んでいる中で、 

「こうしたらどうかな」「こんなやりかた、おもしろそう」と、自分なりにいろいろな遊び方を思い

ついて試し、どんどん一つの遊びが、遊び方を変化させていくことでより面白くなっていきます。時

には教師も思いつかないような遊び方を発見することもありますよ。『子どもは遊びの天才』とはよ

く言ったものです。でもそこには、一緒に遊び刺激を与えあう友達の存在や、アイディアを褒めたり

認めたりしてくれる教師の存在があります。いろいろなことを楽しもうとする気持ちをこれからも育

んでいきたいですね。 

コマを粘土板の上で回し、持ち上げ

友達の板へパス （年少児） 

 

ハンカチ落とし「気付かないといけ

ないから手に乗せよう」 （年中児） 

 

長縄跳びの中で短縄跳び「難しい

けどできたよ」 （年長児） 

 


